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2023 年 8 月 6 日から 6 週間にわたって、ジョージア州アトランタにあるジョージア工科大学で研究をさせていただいた

大阪公立大学工学部 2 回生の柳健大と申します。2 回生という専門分野の知識が乏しい段階ではありましたが、研究

に対して大いに楽しめ、また有意義な時間を経ることができました。 

 

１．ジョージア工科大学での研究活動 

 私は、工学部機械工学科、Bio-Interfaced Translational Nanoengineering Group という Nano 工学を用いたバイオセ

ンサーの開発、製造に関する研究を行っている研究室で研究させていただきました。この研究室では、Dr. Yeo 教授の

もとで機械工学、電子工学、化学工学、情報工学など様々な分野の学生が研究を行っており、それぞれの学生が研

究において各々のバックグラウンド関連する専門的な役割を持ちつつ、全ての学生が研究を一から行うため回路・デ

バイス設計から回路製作、信号解析を行える専門分野以外の技術を持ち合わせています。 

 

 今回の中谷 RIES プログラムで「Intelligent Wearable Biopatch for Elderly Care: Enhanced Fall Detection System」と

いうバイオパッチを用いて、高い予測精度で高齢者の転倒を検知するデバイスの開発に関する研究を行いました。バ

イオパッチとは、皮膚に直接貼り付けて使用する小型の医療デバイスであり、体のさまざまな生理的信号を監視し、収

集するために設計されています。国内では学士 2 年生であるため自分で企画・計画した研究を行ったことがなく、自分

で研究を企画する段階から経験することを希望したため、研究の企画・立案からサポートの上経験させていただきまし

た。まず１週目は研究テーマ決定のため、メンター・ラボメンバーのアドバイスの元、論文を読み自分の興味分野や、

期間的な実現可能性、新規性、インパクトから研究テーマを絞っていきます。そして２週目では、研究テーマをもとによ

り詳細な計画立案、要求分析からの仕様決定などを行っていき、３週目から本格的なデバイス開発やデータの処理な

どを行い、試行錯誤をすることで試作的なデバイスを開発しました。 

 

 研究の背景としては、転倒問題を解決する手助けをしたいという思いがあります。２５％以上の高齢者が転倒し、１

０％以上の高齢者が転倒により医療機関で処置を受けており、アメリカの高齢者だけで、年間、８０万人の入院患者、

３万六千人の死者を生み出しています。またこちらの目的を設定した背景には、今後増加する高齢者に関する問題で

あり問題の規模が大きいこと、そして死亡など重大な症例と深い関係性があること、また転倒に関する医療コストがア

メリカだけでも７兆５千億年と金額的にも重大な問題であることがございます。根本的な問題としては、高齢になること

で運動能力が低下し、転倒が起こりやすくなることがありますが、本研究では転倒後に高齢者が動けなくなり助けを呼

べないがために適切なタイミングに医療処置を受けられないことに起因する問題、軽微な転倒や中程度の転倒をする

ことにより転倒しやすくなってしまう問題に着目して転倒による被害を軽減することを目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 既存デバイスである転倒予測機能のある Apple Watch や腰に装着するタイプの転倒検知デバイス、さらには体の 4

肢や胸部周囲に配置された複数のセンサーを用いる予測デバイスなどと比較して、精度と装着時の快適性を向上さ

せるための新しいデバイスを設計しました。既存デバイスでは、基本的に加速度センサーやジャイロセンサーを使用し

て落下時の衝撃とその後の動きが止まる状態から転倒を検知する方法を取っています。しかし、この方法ではFig.2に

示されたような椅子に座る動作やベッドに寝転ぶ動作を検知できないという問題がありました。 

 

 この問題を解決するために、本研究では加速度センサーの設置場所と信号処理方法を工夫しました。これにより、

転倒と類似した動作を区別することが可能になります。具体的には、一つの加速度センサーを用いて、センサーが感

知する心臓の動きである Seismocardiography（SCG）からストレス状態を検出し、そのストレスレベルの上昇が転倒に

よるものかどうかを判別する方法を開発しました。これにより、転倒かそうでないかの状態をより正確に見極めること

ができるようになりました。 

 

 
Figure 2 SCG データにより転倒後のストレスレベルを検知 

 

２．研究活動における日米の違い 

  小さい頃から、日本の研究分野で活躍する偉人たちが海外で学ぶ伝記を目にしてきた私は、いつか自分も海外の

研究室で学ぶことを夢見ていました。そのため、ジョージア工科大学での研究は、私にとって新しい環境への期待と興
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Figure 1 開発したウェアラブル柔軟バイオパッチ型デバイス 



奮をもたらしました。最初に感じたのは、日本の研究室との違いが思ったよりも少ないことでした。これは、私が所属し

ている日本の研究室の教授も海外での留学経験があるため、研究の進め方やコミュニケーションスタイルに似た部分

が多かったからかもしれません。 

 

 しかし、細かく見ていくと、資金的なサポートや人的資源において顕著な違いがありました。ジョージア工科大学では、

研究室の資金が豊富であり、その結果、最新の実験器具やソフトウェアにアクセスできる環境が整っていました。また、

人的資源の面では、世界中の名門研究機関や大学から来た優秀な学生や研究者が集まっており、彼らの研究能力

の高さに毎日驚かされました。これらの研究者は多様な文化的背景を持っており、頻繁に開催される交流会を通じて、

異なるバックグラウンドを持つ人々とのコミュニケーションスキルを学ぶ機会がありました。 

 

 さらに、アメリカの研究者の中で特に印象的だったのは、彼らの目的意識の高さです。研究の目的を明確に共有し、

それを基に進めることで、目的の誤解や共有漏れによる無駄が極めて少ない環境が形成されていました。このような

意識の違いは、日本とアメリカの研究生産性の違いにも影響を与えていると感じました。 

 

 

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等 

 アメリカでの生活を通して、日本の文化や生活の便利さを改めて感じました。特に治安や防犯面の違いが顕著で、

夜間や日中に外を歩く際には常に警戒が必要で、このような状況に注意を払うことが精神的に疲れることがありまし

た。物価の高さも驚きでした。例えば、大学の食堂でパスタを注文すると、約 3,000円もかかり、その高額さには衝撃を

受けました。 

 

 さらに、初めての長期間の海外生活では、食文化の違いやコミュニケーションのスタイルなど、日常生活の小さな違

いにも直面しました。アメリカの食事は量が多く、日本食を見つけるのが困難だったこと、またアメリカ人の直接的なコ

ミュニケーションスタイルに慣れるまで時間がかかりました。しかし、このような経験は異文化理解を深める貴重な機

会となり、自分の視野を広げることができました。 

 

 これらの経験を通じて、異なる文化や生活環境に適応する力が身につきました。また、異文化間の相違を理解し、そ

れらを受け入れることの重要性を学びました。この貴重な体験は、将来のキャリアにおいても役立つと確信しています。 

 

 

４．本プログラムに参加の成果・意義 

 このプログラムに参加するまで、私は自分の漠然とした将来の夢に向けて、多方面にわたる勉強や活動に取り組ん

できました。人工衛星や宇宙の分野に興味を持ち、人工衛星を設計する研究所での作業、宇宙関連のベンチャー企

業でのインターン、医療 AI に関する研究、大学病院での医療データ（電子カルテ）の活用、製薬会社との共同研究で

AI を使った創薬プロジェクトへの参加など、幅広い分野で経験を積んできました。しかし、この 6 週間のプログラムで

は、日本とのコミュニケーションを控えめにし、一つの研究プロジェクトに集中しました。その結果、短期間で成果を上

げるという挑戦を経て、アメリカの生活様式や出会った人々の考え方を取り入れることで、私の日常の過ごし方が効率

的かつ生産的に変化しました。 

 



 確かに、すでに研究室に所属している人にとっては、研究分野から外れた分野の研究を行うことが無意味に見える

かもしれません。しかし、この経験を通じて、将来アメリカで PhD を目指すにあたって、どのような研究が行われている

か、またそのメリットやデメリットを自らの観察と先輩方との交流を通じて学ぶことができました。この経験から、海外で

PhD を目指す際に必要となるスキルや知識を徐々に理解し、自分のキャリアを構築していく上での大切な洞察を得る

ことができました。 

 

 今後は今回の経験をもとに、自分が思い描く未来の姿に必要なスキル、知識を補いつつ、今回学んだ新しい考え方

を活かし将来に向かって邁進していきます。 

 

 

５．その他・謝辞 

 今回のプログラムを企画してくださった、中谷財団の小川様、藤川様、また受け入れてくださったジョージア工科大学

の Biomedical Engineering の高山教授をはじめ、ホストラボの Yeo 教授本当にありがとうございました。そして、中谷

RIES２０２３の仲間、中谷の先輩方、また現地で出会ったジョージア日本人研究者の会の研究者の方々、日本人留学

生、ラボメンバーなど、様々な人に支えられて有意義な時間を過ごすことができました。そして、最後に、メンターとして

どんなに忙しい際も常にサポートしてくださった、Dr. Hyeonseok Kim, Mr. Yoon Jae Lee、本当にありがとうございまし

た。このプログラムを通じて学んだ経験、教訓を全てこの報告書に書き切ることができませんでしたが、この経験をも

とに、将来海外 PhD で研究し、アカデミアやビジネスの場で活躍していきます。 

 

 

Figure 3  Dr. Yeo 教授の研究室（左からメンターの Mr. Yoon Jae Yee 氏、

Dr. Hyeonseok Kim 氏、PI Dr. Woon-Hong Yeo 氏、中谷財団の小川研二

氏、自分） 


